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(57)【要約】
【課題】昇温抑制モードの動作中に省エネルギーを可能
とし、昇温抑制モードから復帰する時に印字可能な状態
にしてパフォーマンスの低下を抑制する。
【解決手段】装置本体内部の温度を監視するための温度
検出手段で検出した温度が、上限の閾値以上に昇温した
際に、印刷動作を停止させ、冷却されたときに印刷動作
を再開させる昇温抑制機能を備える。省エネルギー手段
は、昇温抑制機能により印刷動作が停止された際に通電
を中断しても印字可能状態に復帰させることができる内
部機器に対する通電を停止する。また省エネルギー手段
は、昇温抑制手段により印刷動作が再開されるときまで
に通電を停止した前記内部機器が印字可能状態に復帰で
きるタイミングで前記内部機器に対する通電を再開させ
る。
【選択図】図３



(2) JP 2012-118103 A 2012.6.21

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装置本体内部の温度を監視するための温度検出手段で検出した温度が、上限の閾値以上
に昇温した際に、印刷動作を停止させ、冷却されたときに印刷動作を再開させる昇温抑制
手段と、
　前記昇温抑制手段により印刷動作が停止された際に通電を中断しても印字可能状態に復
帰させることができる内部機器に対する通電を停止し、前記昇温抑制手段により印刷動作
が再開されるときまでに通電を停止した前記内部機器が印字可能状態に復帰できるタイミ
ングで前記内部機器に対する通電を再開させる省エネルギー手段と、
　を有することを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記昇温抑制手段は、昇温抑制モード復帰温度に下がるまで冷却されたときに印刷動作
を再開させることを特徴とする請求項１記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記省エネルギー手段は、前記昇温抑制手段により印刷動作が停止された時点より、前
記昇温抑制手段による昇温抑制モードが継続されると予想される時間から前記内部機器に
対する通電を再開して印字可能状態に復帰させるのにかかる時間を差し引いた時間として
設定された待機時間が経過した時に、前記内部機器に対する通電を再開させることを特徴
とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記省エネルギー手段は、前記昇温抑制モード復帰温度に到達すると予想される時間か
ら、印字可能状態に復帰させるのにかかる時間を差し引いた時間だけ前の時点における冷
却途中の内部温度である省エネモード復帰温度に下がったタイミングで前記内部機器に対
する通電を再開させることを特徴とする請求項２記載の画像形成装置。
【請求項５】
　装置本体内部の温度を監視するための温度検出ステップで検出した温度が、上限の閾値
以上に昇温した際に、印刷動作を停止させ、冷却されたときに印刷動作を再開させる昇温
抑制ステップと、
　前記昇温抑制ステップにより印刷動作が停止された際に通電を中断しても印字可能状態
に復帰させることができる内部機器に対する通電を停止し、前記昇温抑制ステップにより
印刷動作が再開されるときまでに通電を停止した前記内部機器が印字可能状態に復帰でき
るタイミングで前記内部機器に対する通電を再開させる省エネルギーステップと、
　を有することを特徴とする画像形成装置の制御方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の画像形成装置の制御方法をコンピュータにより実行させるためのコン
ピュータで読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複写機やプリンタ装置等の画像形成装置において、省エネルギーのための制
御手段を備えた画像形成装置、その制御方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、複写機やプリンタ等の画像形成装置では、低価格化が進んでおり、プリンタを
制御するコントローラにおいても、低価格化が望まれている。
【０００３】
　また、ホストコンピュータから受信した印刷データを印字するプリンタには、ホストコ
ンピュータ側でプリンタが出力可能な形にまでラスタライズして送る印刷方法を採用して
、コストの削減を図ったホストベースプリンタがある。
【０００４】
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　このようなプリンタでは、装置の小型化、低価格化に伴い、ファン等の冷却手段を設け
ない装置も登場している。さらに、このようなプリンタには、プリンタ内部の温度が上昇
した場合に一定の冷却時間を設け、プリンタの内部温度が下がるまで、プリントできない
ように制御する昇温抑制モードを備えたものがある。
【０００５】
　また、従来のプリンタでは、データ受信手段によりデータを受信した時に、印刷装置が
省エネルギー状態であるか、また定着ユニット部の温度が即印刷可能な温度であるかを判
断する。そして、省エネルギー状態でない場合や印刷可能な温度の場合には印刷を行い、
そうでない場合には蓄積手段にデータを蓄積して印刷を行わないようにする。これにより
、無駄なヒータ点灯を行わないようにして省エネルギーを達成するものが提案されている
（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００６－２２７３９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　小型プリンタの分野では、装置の小型化及びコストダウンを図るため、冷却ファン等の
冷却手段を省略して構成したものの開発が進んでいる。
【０００８】
　このような冷却手段を省略して構成したプリンタでは、連続印字を行う場合に、プリン
タ内部の温度が短時間で上昇して、昇温抑制モードに移行してしまう。
【０００９】
　このような昇温抑制モードを備え、小型化したカートリッジを装填したプリンタでは、
図５の連続印字中のプリント時間を表したタイミング図に例示するような動作工程を辿る
ことがある。この図５に例示する動作工程では、プリンタで連続印字が開始されると、内
部昇温の為、数十枚で昇温抑制モードに移行し、内部温度が下がるまで、プリント動作が
中断される。
【００１０】
　その際、プリンタ装置では、プリント動作が中断されることにより内部温度が下がった
処で、直ぐに印字が再開できるような状態を維持して待機している。したがって、プリン
タ装置では、昇温抑制モードの間、待機中であるため必要でない機能に対しても電力を供
給しているので、無駄な電力が消費されることになる。
【００１１】
　特に、連続印字が続く場合には、印字と昇温抑制モードを交互に繰り返しながらプリン
ト動作が行われるので、電力を無駄に消費することになる。これと共に、連続印字が続く
場合には、電源やその他のユニットが昇温するため、装置の内部温度が冷却されるのを遅
らせるといった問題があった。
【００１２】
　本発明の目的は、昇温抑制モードを備えたプリンタで、昇温抑制モードの動作中に省エ
ネルギーを可能とする。これと共に、昇温抑制モードから復帰する時に印字可能な状態に
しておくことにより、パフォーマンスを落とすことなく省エネルギーを実現可能な画像形
成装置、その制御方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上記目的を達成するために、本発明の画像形成装置は、装置本体内部の温度を監視する
ための温度検出手段で検出した温度が、上限の閾値以上に昇温した際に、印刷動作を停止
させ、冷却されたときに印刷動作を再開させる昇温抑制手段と、前記昇温抑制手段により
印刷動作が停止された際に通電を中断しても印字可能状態に復帰させることができる内部
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機器に対する通電を停止し、前記昇温抑制手段により印刷動作が再開されるときまでに通
電を停止した前記内部機器が印字可能状態に復帰できるタイミングで前記内部機器に対す
る通電を再開させる省エネルギー手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、昇温抑制モードを備えたプリンタで、昇温抑制モードの動作中に省エ
ネルギーを可能とする。これと共に、昇温抑制モードから復帰する時に印字可能な状態に
しておくことにより、パフォーマンスを落とすことなく省エネルギーを実現可能な画像形
成装置、その制御方法及びプログラムを提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像形成装置に係る印刷システムの概略構成を示すブ
ロック図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る画像形成装置の概略構造を示す断面図である。
【図３】本発明の実施の形態に係る画像形成装置による第１の印字処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【図４】本発明の実施の形態に係る画像形成装置で印字処理を行う際の、印字時間と内部
温度を表したグラフである。
【図５】画像形成装置で連続印字を行う際の比較例としての動作工程を示す、連続印字中
のプリント時間を表した印字タイミング説明図である。
【図６】本発明の実施の形態に係る画像形成装置で連続印字を行う際の動作工程を示す、
連続印字中のプリント時間を表した印字タイミング説明図である。
【図７】本発明の実施の形態に係る画像形成装置による第２の印字処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施の形態に係る画像形成装置について図面を参照して説明する。
【００１７】
　本実施の形態に係る画像形成装置の概略構成を示す図２で、２００は、画像形成装置と
してのレーザビームプリンタである。このプリンタ２００は、ホストコンピュータ等の各
種外部装置から画像、文字等のデータが入力されると、記録媒体上に画像、文字等を形成
して出力する。
【００１８】
　この図２で、２０１は記録媒体である用紙、２０２は用紙２０１を保持する用紙カセッ
トである。
【００１９】
　この図２で、２０３はカセット給紙クラッチであり、用紙カセット２０２上に置かれた
用紙２０１の最上位の用紙を１枚のみ分離する。このカセット給紙クラッチ２０３は、カ
ム形状に形成された部分を有し、図示しない駆動手段によって給紙の際に回転して、用紙
２０１を一枚づつに分離する。そして、このカセット給紙クラッチ２０３は、分離した用
紙の先端部を給紙ローラ２０４の位置まで搬送する。これによりカセット給紙クラッチ２
０３は、１回転につき１枚の用紙２０１を給紙するよう動作する。給紙クラッチ２０３に
よって搬送されてきた用紙２０１は、給紙ローラ２０４がこの用紙２０１を軽く押圧しな
がら回転することにより搬送される。
【００２０】
　また、図２で、２２２は用紙台、２２１は手差し給紙クラッチであり、これらにより、
上述した用紙カセット２０２からの給紙だけでなく、給紙台２２２から１枚ずつ手差し給
紙することが可能となっている。
【００２１】
　この図２で、２０５は転写ドラム、２０６は用紙の先端を挟み込むグリッパ、２０７は
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搬送ローラである。印刷時には、この転写ドラム２０５が所定の速度で回転している。こ
の転写ドラム２０５では、その回転により転写ドラム２０５上のグリッパ２０６が用紙先
端位置にきたときに、グリッパ２０６が用紙先端部を挟み込む。この後、用紙２０１は、
用紙搬送ローラ２０７の回転に伴って、転写ドラム２０５に巻きつけられて搬送される。
【００２２】
　この図２で、２０８は感光ドラム、２０９は現像器支持部、２１０はイエロー（Ｙ）ト
ナー現像器、２１１はマゼンダ（Ｍ）トナー現像器、２１２はシアン（Ｃ）トナー現像器
、２１３はブラック（Ｋ）トナー現像器である。
【００２３】
　この現像器指示部２０９は、所定角度づつ回転制御されて、所望の色トナーの現像器を
、感光ドラム２０８における現像位置まで移動させる。
【００２４】
　この図２で、２１４はレーザドライバである。このレーザドライバ２１４は、制御ユニ
ット２２４（図１に図示）から送出されるドットデータに応じて半導体レーザのオン／オ
フを行う。これにより、レーザドライバ２１４は、変調されたレーザビームにより、感光
ドラム２０８上を主走査線方向に走査して主走査ライン上に潜像を形成する。このとき感
光ドラム２０８は、形成された潜像の位置と転写ドラム２０５上の用紙２０１の位置との
同期がとれるように回転制御される。この動作によって、図示しない帯電器により帯電さ
れた感光ドラム２０８の表面には、レーザドライバ２１４によるレーザビームの露光によ
って１ページ分の潜像が形成される。
【００２５】
　このようにして感光ドラム２０８上に形成された潜像は、現像器２１０、２１１、２１
２、２１３の中の所定の色トナーの現像器によってトナー像として現像される。この感光
ドラム２０８上に形成されたトナー像は、転写ドラム２０５上の用紙２０１に転写される
。
【００２６】
　上述した動作を繰り返えすことにより、レーザドライバ２１４により感光ドラム２０８
上に形成された所要の色に対応した潜像を、所要の色トナーの現像器によって現像し、転
写ドラム２０５上の用紙２０１にトナー像を重ねる。
【００２７】
　このようにして必要なトナー像が転写された用紙２０１は、転写分離つめ２１６によっ
て転写ドラム２０５から分離され、一対の定着ローラ２１７、２１７’によってトナー像
が加熱定着される。そして、画像が形成された用紙２０１は、搬送ローラ２１８、２１８
’及び２１９によって搬送されて排紙トレイ２２０上に排紙される。
【００２８】
　この図２で、２２３は濃度センサであり、感光ドラム２０８上に形成されるＹＭＣＫそ
れぞれのパッチのトナー像の濃度を検知するよう構成されている。この画像形成装置では
、一般のプリンタ等と同様に、カートリッジや感光ドラムの交換あるいは環境温度や湿度
等の変化によって、現像における感光ドラムへのトナーの載り量が変化する。
【００２９】
　このため、この画像形成装置では、部品を交換した時、温度若しくは湿度等の環境条件
が変化したとき又は一定の期間毎等の所定のタイミングで、トナー像の濃度を測定する。
トナー像の濃度を測定する場合には、一定の濃度データに対するパッチのトナー像を感光
ドラム上に形成し、これを濃度センサ２２３で測定することでその時点での濃度を測定す
る。
【００３０】
　次に、画像形成装置としてのレーザビームプリンタ２００における制御系要部の構成に
ついて、図１のブロック図を参照して説明する。
【００３１】
　この図１で１０１は、ＣＰＵであり、ＲＯＭ部１０５に格納された制御プログラムを実
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行し、本プリンタ全体の制御を行う。
【００３２】
　この図１で１０４はＲＡＭ部であり、ホストコンピュータから送られてきた、プリント
する為の記録データを蓄えておく領域や、ワークメモリとして、ＣＰＵ１０１が各種制御
を実行する際に必要な作業領域を提供する。
【００３３】
　この図１で、１０３はＡＳＩＣで、外部とインターフェイスを行うためのＩＦ回路Ａ１
１０、ＩＦ回路Ｂ１１１、ＩＦ回路Ｃ１１２及びＩＦ回路Ｄ１１３、を備えている。この
ＩＦ回路Ａ１１０は、ＣＰＵ１０１と接続されている。ＩＦ回路Ｂ１１１とＩＦ回路Ｃ１
１２とは、それぞれＲＡＭ部１０４、ＲＯＭ部１０５と接続されている。このＩＦ回路Ｄ
１１３は、外部装置とのインターフェイスに使用され、ホストコンピュータと制御信号の
やりとり及びデータの受信等を行うよう構成されている。
【００３４】
　また、ＡＳＩＣ１０３内のビデオ転送回路１１４は、ＲＡＭ部１０４に格納された画像
データの転送を行うための回路であり、ＰＬＬ１１５から転送用のビデオＣＬＫが入力さ
れる。
【００３５】
　この図１で、１０２はＰＷＭ部であり、各種画像の補正等を行い、エンジン制御部１０
６に対して補正されたビデオデータの転送を行なう。このエンジン制御部１０６では、紙
の搬送等の制御を行うと共に、ヒータ制御部１０８に対して定着ヒータのＯＮ／ＯＦＦを
行う。
【００３６】
　この図１で、１０７は電源部であり、制御ユニット２２４やエンジン制御部１０６に電
力を供給する。また、１０９は、温度センサーであり、装置内部の温度を監視し、エンジ
ン制御部１０６に温度情報を提供している。
【００３７】
　電源部１０７は、常に供給電圧Ａの電力を供給する。また、電源部１０７は、ＣＰＵ１
０１の指示により、供給電圧Ｂの電力の供給を止めることが可能に構成されている。
【００３８】
　電源部１０７は、スリープモード時に、ＣＰＵ１０１から供給電圧Ｂを停止させるため
の信号を受信して、エンジン制御部１０６への電力供給を停止する。よって、スリープモ
ード時には、エンジン制御部１０６、ヒータ制御部１０８、温度センサー１０９の電力の
消費が停止される。
【００３９】
　制御ユニット２２４では、ＰＷＭ１０２への電力供給を停止し、ＡＳＩＣ１０３では、
ＰＬＬ１１５を停止することによりビデオ転送回路１１４へのＣＬＫ供給を停止する。ま
た、制御ユニット２２４では、ＲＡＭ部１０４へのＣＬＫも停止させ、ＣＰＵ１０１、Ｒ
ＯＭ部１０５、及び外部とのインターフェイスであるＩＦ回路Ｄ１１３の一部のみが動作
している省電力状態となる。
【００４０】
　この制御ユニット２２４では、通常印字を行わない場合に、スリープモードに移行し、
印字命令がきた処で、スリープモードから復帰するよう制御する。
【００４１】
　（第１の印字処理）
　次に、図１に示すプリンタ２００の制御系により、印字処理を行う場合の動作手順につ
いて、図３のフローチャートを参照して説明する。
【００４２】
　このプリンタ２００では、図示しないホストコンピュータ等からプリントの命令を受け
ると、印字処理を開始する。印字が開始されると、ＣＰＵ１０１は、エンジン制御部１０
６に印字開始信号を送信する。印字開始信号を受け取ったエンジン制御部１０６は、副走
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査同期信号を出力し、その信号に応じて、ＰＷＭ１０２から画像信号が出力される（ステ
ップＳ３０１）。
【００４３】
　次に、ＣＰＵ１０１は、連続印字か否かを判断する（ステップＳ３０２）。ここでＣＰ
Ｕ１０１は、最後のページであると判断した場合（ステップＳ３０２でＮＯ）に印字処理
を終了する。また、ＣＰＵ１０１は、印字が連続すると判断した場合に、ステップＳ３０
３に進む。
【００４４】
　このプリンタ２００の制御系では、プリンタ２００の内部の温度を、エンジン制御部１
０６に接続された温度センサー１０９が常に監視するよう構成されている。よって、ＣＰ
Ｕ１０１は、エンジン制御部１０６を介して、温度情報を検知する。
【００４５】
　次に、ＣＰＵ１０１は、予め設定されている昇温抑制モードに移行する上限の閾値の温
度に達しているか否かを判断する（ステップＳ３０３）。そして、ＣＰＵ１０１は、昇温
抑制モードに移行する上限の閾値の温度に達していないと判断した場合（ステップＳ３０
３でＮＯ）にステップＳ３０９に進む。また、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードに移行す
る上限の閾値の温度に達していると判断した場合（ステップＳ３０３でＹＥＳ）に、ステ
ップＳ３０４に進む。
【００４６】
　次に、ステップＳ３０４において、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードに移行すると同時
に、省エネモードに移行する。そして省エネモードに移行した後、ＣＰＵ１０１は、エン
ジン制御部１０６から、ヒータ制御部１０８に対して、定着器に対する電力をＯＦＦさせ
る指令を出力させる。
【００４７】
　また、制御ユニット２２４においては、ＰＷＭ１０２への電力供給を停止する。ＡＳＩ
Ｃ１０３においては、ＰＬＬを停止することによりビデオ転送回路へのＣＬＫ供給を停止
する。
【００４８】
　ＣＰＵ１０１は、省エネモードにおいて、スリープモードと異なり、画像データを蓄積
しているＲＡＭ部１０４や、内部温度を監視している温度センサー１０９等を、動作可能
状態に保持するよう制御する。
【００４９】
　次に、ＣＰＵ１０１は、省エネモード復帰温度に達するまで、待機する（ステップＳ３
０５でＮＯ）。ここで、印字時間と内部温度を表したグラフである図４に示すように、Ｃ
ＰＵ１０１は、内部温度が昇温抑制モード移行温度に達した処で昇温抑制モード及び、省
エネモードに移行するよう制御する。昇温抑制モードに入った場合には、印字の停止及び
省エネルギーの効果より内部温度が低下し始める。そして、内部温度が、予め定めた省エ
ネモード復帰温度に下がった処で、ＣＰＵ１０１は、省電力状態から復帰するよう制御す
る（ステップＳ３０５でＹＥＳ）。
【００５０】
　次に、ＣＰＵ１０１は、省エネモードから復帰して印字可能状態にする為に、ヒータ制
御部１０８より定着器に電力を供給し定着温度を安定させる。これと共にＣＰＵ１０１は
、ＰＬＬ１１５を動作させ、周波数が安定した処でＰＷＭ１０２に電力を供給し、ビデオ
転送回路及びＰＷＭ１０２に対して、ビデオデータを出力するためのパラメータの設定を
行う（ステップＳ３０６）。
【００５１】
　次に、ＣＰＵ１０１は、内部温度が下がり昇温抑制モード復帰温度となるまで待機し（
ステップＳ３０７でＮＯ）、昇温抑制モード復帰温度（下限の閾値の温度）に下がった処
で、ステップＳ３０８に移行する。
【００５２】
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　次に、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードから復帰し（ステップＳ３０８）、次ページの
印字を開始させた後（ステップＳ３０９）、ステップＳ３０２に戻る。なお、ステップＳ
３０２では、先にも述べた様に、最終ページであると判断された処で、本印字処理を終了
する。
【００５３】
　（第２の印字処理）
　次に、プリンタ２００の制御系により、印字処理を行う場合の他の動作手順について、
図７のフローチャートを参照して説明する。
【００５４】
　本第２の印字処理は、昇温抑制モードに達した後、内部温度を監視し、予め定めた省エ
ネモード復帰温度に下がった処で、省エネモードから復帰するように制御するものである
。なお、本第２の印字処理では、昇温抑制モードに達してから一定時間経過（待機時間経
過）した後に、省エネモードから復帰するように制御しても良い。
【００５５】
　このプリンタ２００では、図示しないホストコンピュータ等からプリントの命令を受け
ると、本第２の印字処理を開始する。印字が開始されると、ＣＰＵ１０１は、エンジン制
御部１０６に印字開始信号を送信する。印字開始信号を受け取ったエンジン制御部１０６
は、副走査同期信号を出力し、その信号に応じて、ＰＷＭ１０２から画像信号が出力され
る（ステップＳ７０１）。
【００５６】
　次に、ＣＰＵ１０１は、連続印字か否かを判断する（ステップＳ７０２）。ここでＣＰ
Ｕ１０１は、連続印字が終了して最後のページであると判断した場合（ステップＳ７０２
でＮＯ）に印字処理を終了する。また、ＣＰＵ１０１は、印字が連続すると判断した場合
に、ステップＳ７０３に進む。
【００５７】
　このプリンタ２００の制御系では、プリンタ２００の内部の温度を、エンジン制御部１
０６に接続された温度センサー１０９が常に監視するよう構成されている。よって、ＣＰ
Ｕ１０１は、エンジン制御部１０６を介して、温度情報を検知する。
【００５８】
　次に、ＣＰＵ１０１は、予め設定されている昇温抑制モードに移行する上限の閾値の温
度に達しているか否かを判断する（ステップＳ７０３）。そして、ＣＰＵ１０１は、昇温
抑制モードに移行する上限の閾値の温度に達していないと判断した場合（ステップＳ７０
３でＮＯ）にステップＳ７０９に進む。また、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードに移行す
る上限の閾値の温度に達していると判断した場合（ステップＳ７０３でＹＥＳ）に、ステ
ップＳ７０４に進む。
【００５９】
　次に、ステップＳ７０４において、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードに移行すると同時
に、省エネモードに移行する。そして省エネモードに移行した後、ＣＰＵ１０１は、エン
ジン制御部１０６から、ヒータ制御部１０８に対して、定着器に対する電力をＯＦＦさせ
る指令を出力させる。
【００６０】
　また、制御ユニット２２４においては、ＰＷＭ１０２への電力供給を停止する。ＡＳＩ
Ｃ１０３においては、ＰＬＬを停止することによりビデオ転送回路へのＣＬＫ供給を停止
する。
【００６１】
　ＣＰＵ１０１は、省エネモードにおいて、スリープモードと異なり、画像データを蓄積
しているＲＡＭ部１０４等を、動作可能状態に保持するよう制御する。
【００６２】
　次に、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードを開始した後、予め設定しておいた待機時間が
経過するまで、待機する（ステップＳ７０５でＮＯ）。ここで、予め設定しておく待機時
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間とは、図６に示すように、昇温抑制モードが継続されると予想される時間から、印字可
能状態に復帰させるのにかかる時間を差し引いた時間である。すなわち、予め設定してお
く待機時間とは、昇温抑制モード復帰温度に到達すると予想される時間から、印字可能状
態に復帰させるのにかかる時間を差し引いた時間だけ前の時点までの予想時間である。よ
って、昇温抑制モードが開始されてから、予め設定された待機時間が経過したときに、画
像形成装置の内部温度は、冷却途中の内部温度である省エネモード復帰温度まで下がった
状態となっている。
【００６３】
　ＣＰＵ１０１が、上述のように制御することにより、この画像形成装置では、昇温抑制
モードから復帰する前に、省エネモードから印字可能状態に復帰される。
【００６４】
　また、省エネモードに入る際に、内部温度の監視が必要でないため、温度センサー１０
９への電力供給も停止することができ、更なる省エネルギー効果が期待できる。
【００６５】
　次に、ＣＰＵ１０１は、省エネモードから復帰して印字可能状態にする為に、ヒータ制
御部１０８より定着器に電力を供給し定着温度を安定させる。これと共にＣＰＵ１０１は
、ＰＬＬ１１５を動作させ、周波数が安定した処でＰＷＭ１０２に電力を供給し、ビデオ
転送回路及びＰＷＭ１０２に対して、ビデオデータを出力するためのパラメータの設定を
行う（ステップＳ７０６）。
【００６６】
　次に、ＣＰＵ１０１は、内部温度が下がり昇温抑制モード復帰温度（下限の閾値の温度
）となるまで待機し（ステップＳ７０７でＮＯ）、昇温抑制モード復帰温度（下限の閾値
の温度）に下がった処で、ステップＳ７０８に移行する。
【００６７】
　次に、ＣＰＵ１０１は、昇温抑制モードから復帰し（ステップＳ７０８）、次ページの
印字を開始させた後（ステップＳ７０９）、ステップＳ７０２に戻る。なお、ステップＳ
３０２では、先にも述べた様に、最終ページであると判断された処で、本印字処理を終了
する。
【００６８】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施の形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒
体を介してシステム或いは装置に供給する。そして、そのシステム或いは装置のコンピュ
ータ（またはＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【００６９】
　要するに、本実施の形態に係る画像形成装置は、装置本体内部の温度を監視するための
温度検出手段として構成された温度センサー１０９を備える。また、制御部としてのＣＰ
Ｕ１０１は、温度センサー１０９で検出した装置本体内部の温度が、上限の閾値以上に昇
温した際に、印刷動作を停止させる制御を行う。
【００７０】
　また、ＣＰＵ１０１は、温度センサー１０９で検出した装置本体内部の温度が、昇温抑
制モード復帰温度（下限の閾値の温度）まで冷却されたときに印刷動作を再開させる昇温
抑制機能を備える。
【００７１】
　また、この画像形成装置では、ＣＰＵ１０１が、昇温抑制機能により印刷動作が停止さ
れた際に通電を中断しても印字可能状態に復帰させることができる内部機器に対する通電
を停止する。ここで、通電を中断しても印字可能状態に復帰させることができる内部機器
には、例えば、ＰＷＭ１０２、ＰＬＬ１１５及びＲＡＭ部１０４等がある。
【００７２】
　よって、この画像形成装置では、ＣＰＵ１０１が、昇温抑制機能により印刷動作が停止
された際に定着器に対する電力をＯＦＦさせて冷却させる。これと共に、この画像形成装
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機器に対する通電を停止するよう制御する。
【００７３】
　これにより、この画像形成装置では、装置本体内部にある電力が供給されて発熱する熱
源の数を必要最小限にすることによって、冷却効率を向上し、冷却時間を短縮することが
できる。
【００７４】
　さらに、ＣＰＵ１０１は、通電を停止した内部機器が、昇温抑制機能により印刷動作が
再開されるときまでに印字可能状態に復帰できるタイミングで内部機器に対する通電を再
開させるよう制御する。これにより、昇温抑制機能により印刷動作が再開された時点で直
ちに、印刷動作を実行可能となる。
【符号の説明】
【００７５】
１０１　ＣＰＵ
１０２　ＰＷＭ
１０３　ＡＳＩＣ
１０６　エンジン制御部
１０７　電源部
１０８　ヒータ制御部
１０９　温度センサー
２００　プリンタ
２２４　制御ユニット

【図１】 【図２】
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